
長
崎
県
要
請

長
崎
市
長
要
請
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分分
離離
発発
注注
にに
よよ
るる
受受
注注
機機
会会
増増
・・
設設
計計
労労
務務
単単
価価
引引
きき
上上
げげ

リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
助助
成成
事事
業業
のの
継継
続続
・・
拡拡
充充
等等
をを
各各
自自
治治
体体
へへ
要要
望望

十
月
十
七
日
、
午
後
二
時
か

ら
里
見
副
知
事
他
七
名
の
部
課

長
に
対
し
、
北
村
協
会
長
、
舩

津
委
員
長
他
十
六
名
は
、
吉
村

（
庄
）、
坂
本
、
山
田
、
吉
村

（
正
）
県
議
同
席
の
中
、「
中

小
建
設
業
者
・
職
人
の
仕
事
と

暮
ら
し
の
改
善
」
に
関
す
る
要

望
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
書
に
は
①
中
小
建
設
業

者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要

請
②
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
引
上
げ
と
適
正
単
価
の
設
定

に
関
す
る
要
請
③
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
要
請
④

耐
震
・
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事

業
助
成
の
四
項
目
で
、
北
村
協

会
長
か
ら
里
見
副
知
事
に
要
望

書
を
手
渡
し
た
の
ち
、
舩
津
委

員
長
が
要
望
書
の
趣
旨
を
説
明
。

こ
の
う
ち
、
中
小
建
設
業
者

へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

で
は
、
地
元
の
事
業
者
を
育
成

す
る
た
め
に
も
分
離
・
分
割
で

の
発
注
、
年
間
を
通
じ
た
平
均

的
な
発
注
や
木
造
建
築
物
の
振

興
に
つ
い
て
要
望
。
ま
た
、
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
上

げ
等
に
関
し
て
は
、
主
要
十
二

業
種
平
均
設
計
労
務
単
価
で
依

然
と
し
て
九
州
で
最
下
位
と

な
っ
て
い
る
労
務
単
価
の
引
上

げ
を
要
請
。
さ
ら
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
は
若
年
技
能
者

の
育
成
と
な
る
と
し
、
制
度
の

拡
充
を
要
望
。

耐
震
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り

支
援
事
業
助
成
に
つ
い
て
は
、

徳
島
県
と
徳
島
大
学
、
フ
レ
ッ

セ
（
全
徳
島
建
設
労
働
組
合
）

の
三
者
が
開
発
し
た
「
室
内
用

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
紹
介
し

徳
島
県
が
支
援
事
業
と
し
て
推

奨
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
崎

県
で
も
支
援
制
度
の
創
設
を
検

討
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
里
見
副
知
事
は

工
事
発
注
に
関
し
「
現
場
の
状

況
を
み
な
が
ら
分
離
・
分
割
を

行
っ
て
お
り
、
で
き
る
限
り
早

く
発
注
し
、
平
準
化
に
も
努
め

て
い
る
」
と
回
答
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
「
政
策

目
的
に
合
っ
た
制
度
と
し
て
進

め
て
い
き
た
い
」
と
回
答
。
室

内
用
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
支
援

制
度
創
設
に
対
し
て
は
、「
県

産
材
利
用
促
進
の
視
点
や
ニ
ー

ズ
な
ど
を
研
究
し
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述
べ

ら
れ
た
。

同
席
の
吉
村
（
正
）
議
員
は

施
工
の
実
態
な
ど
現
場
に
あ
っ

た
積
算
の
重
要
性
を
。
山
田
議

員
か
ら
は
室
内
用
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
に
関
し
、
県
産
材
の
使
用

で
県
内
の
活
性
化
に
も
繋
が
る

と
し
、
支
援
制
度
の
創
設
を
呼

び
か
け
た
。

最
後
に
、
北
村
会
長
が
も
う

少
し
具
体
的
な
内
容
が
協
議
で

き
る
よ
う
要
望
時
間
の
延
長
を

要
望
。
こ
れ
を
受
け
、
野
口
技

監
は
「
要
望
・
回
答
と
い
う
ス

テ
ー
ジ
で
は
な
く
事
務
的
に
自

由
な
意
見
交
換
で
き
る
場
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
応

じ
た
。

ま
た
長
崎
県
へ
の
要
請
の
後

に
は
、
住
宅
供
給
公
社
に
お
い

て
も
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

十
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら

長
崎
市
役
所
第
二
応
接
室
に
て

三
藤
副
市
長
他
六
名
の
部
課
長

に
対
し
、
北
村
協
会
長
、
舩
津

委
員
長
他
十
三
名
と
野
口
市
議

会
議
長
、
池
田
市
議
同
席
の
な

か
要
請
し
ま
し
た
。

北
村
会
長
か
ら
三
藤
副
市
長

へ
要
望
書
を
手
渡
し
、
要
請
事

項
に
沿
っ
て
、
分
離
分
割
発
注
、

木
造
建
築
物
の
振
興
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
と

適
正
単
価
で
の
発
注
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
継
続
・

拡
充
を
強
く
要
望
し
た
。

三
藤
副
市
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
市
で
は
十
月
か
ら
総
合
事
務

所
を
各
地
区
に
設
け
た
。
一
番

の
目
的
は
、
現
場
の
近
い
と
こ

ろ
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
。

工
事
で
い
え
ば
五
千
万
円
以
下

の
決
裁
権
限
を
持
た
せ
発
注
が

で
き
る
。
ま
た
災
害
復
旧
等
で

一
時
的
な
対
応
と
し
て
の
工
事

を
管
内
の
事
業
所
に
発
注
す
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
発

注
形
態
、
契
約
の
あ
り
方
等
見

直
せ
る
分
は
見
直
す
よ
う
検
討

し
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
担
当
部
課
長
か
ら

要
望
内
容
に
対
し
回
答
が
あ
り
、

工
事
発
注
に
関
し
て
は
、「
で

き
る
限
り
分
離
分
割
発
注
を

行
っ
て
お
り
、
地
元
業
者
の
受

注
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
」。
設
計
労
務
単
価
に
つ

い
て
は
「
労
務
単
価
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
ら
速
や
か
に
新
単
価

で
の
積
算
を
行
い
、
最
低
制
限

価
格
は
国
と
同
水
準
と
な
る
よ

う
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。
今
後

も
国
の
動
向
等
を
見
極
め
な
が

ら
適
切
な
設
定
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
「
社

会
情
勢
も
勘
案
し
な
が
ら
制
度

の
継
続
と
補
助
金
の
拡
充
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

回
答
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
北
村
会
長
、
舩
津

委
員
長
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

に
つ
い
て
再
度
訴
え
、
同
席
さ

れ
た
池
田
市
議
は
、
分
離
分
割

発
注
に
触
れ
、
市
内
優
先
の
必

要
性
を
要
請
し
、
終
了
し
ま
し

た
。「登録解体工事講習」のお知らせ

平成28年6月1日より改正建設業法が施行され建設業許可の業種区分として
「解体工事業」が新設されました。
平成28年5月31日以前は「とび・土木工事業」の許可で「解体工事」を施工

していたものが、今後は原則「解体工事業」の許可を取得した業者が「解体工
事」を施工することとなります。
国家資格者（注）がその資格において、解体工事の営業所専任技術者、監理

技術者又は主任技術者となるためには、「登録解体工事講習」の受講又は解体
工事に係る実務経験が必要となります。
ただし、経過措置として平成33年3月31日までの間は、とび・土木工事業の

技術者（既存の者に限る）が解体工事業の監理技術者等となることが認められ
ています。
（注）以下の方が該当します。
・平成27年度以前の土木施工管理技術検定試験（1級又は2級（種別「土木」））、
建築施工管理技術検定試験（1級又は2級（種別「建築」又は「躯体」））
に合格した者

・技術士（建設部門又は総合技術監理部門「建設」）の2次試験に合格した者
※なお、上記2級試験の合格者の方が、特定建設業の営業所専任技術者又は監
理技術者となるためには、さらに解体工事に係る指導監督的な実務業務（2
年以上）が必要となります。

【日 程】 平成30年5月15日㈫、5月16日㈬、5月17日㈭
※上記3日間の中より希望する日を選択して申込み

【会 場】 TKPガーデンシティ博多新幹線口
（福岡市博多区博多駅中央街5－14 福さ屋本社ビル）

【受 付】 12時より

【講習時間】12時20分～17時

【受講料】7，500円（税別）※テキスト代、講習修了証交付手数料含む

【申込み】 インターネットによる申込み
（全国建設研修センターホームページより）
※受付は先着順となります。定員数によっては受付できない場合も
あります

【お問い合わせ先】 一般財団法人 全国建設研修センター 解体工事講習係
TEL：042（300）1743 FAX：042（324）0321

全
建
総
連
第
58
回
定
期
大
会

全
建
総
連
新
委
員
長
に
吉
田
三
男
氏
選
任

全
建
総
連
第
五
十
八
回
定
期

大
会
が
、
北
海
道
札
幌
市
で
十

月
二
十
五
日
〜
二
十
七
日
の
三

日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
五
十
三
県
連
組
合
か
ら
代

議
員
、
組
合
員
一
二
三
八
名
が

出
席
。
建
設
長
崎
か
ら
十
六
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
三
浦
中

央
執
行
委
員
長
が
「
全
建
総
連

の
組
織
数
は
本
年
六
月
末
で
六

十
二
万
二
八
七
〇
人
と
な
り
、

二
年
連
続
増
勢
で
年
間
一
％
実

増
を
果
た
し
た
。
組
織
の
力
は

建
設
産
業
を
変
え
て
い
く
大
き

な
力
と
な
る
。
若
者
が
入
り
や

す
い
魅
力
あ
る
建
設
産
業
に
し

て
い
く
た
め
、
組
織
の
強
化
拡

大
と
賃
金
労
働
条
件
改
善
、
大

会
の
成
功
に
向
け
て
熱
心
な
討

議
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
北
海
道
知
事
、
札
幌
市

副
市
長
を
は
じ
め
各
政
党
の
国

会
議
員
が
出
席
し
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

一
日
目
の
本
会
議
で
は
第
五

十
七
年
度
の
経
過
報
告
、
財
政

決
算
報
告
に
続
い
て
第
五
十
八

年
度
の
運
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
出
席
し
た
代
議

員
か
ら
は
活
発
な
意
見
や
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
社
会
保
障
対
策

や
組
織
対
策
、
住
宅
対
策
な
ど

十
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
宣
対
策

の
第
九
分
科
会
で
は
建
設
長
崎

の
大
賀
修
司
代
議
員
が
議
長
を

務
め
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
各
分
科
会
か
ら

の
報
告
後
、
運
動
方
針
案
、
予

算
案
の
承
認
と
、「
組
織
増
勢

の
力
で
賃
金
・
労
働
条
件
を
改

善
し
、
若
者
に
魅
力
あ
る
建
設

産
業
に
し
よ
う
」
と
全
員
の
拍

手
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

新
役
員
に
は
吉
田
中
央
執
行

委
員
長
、
勝
野
書
記
長
の
他
、

建
設
長
崎
の
北
村
政
和
顧
問
が

副
中
央
執
行
委
員
長
に
、
舩
津

栄
市
委
員
長
が
中
央
執
行
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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現場での安全管理徹底、
事故防止意識の向上をはかり
現場労災事故撲滅を目指そう‼ 11

住宅公社にて要請

県庁にて要請を行う舩津委員長

要望書を手渡す北村会長
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十
月
二
十
三
日
㈪
午
後
一
時

か
ら
、
諫
早
文
化
会
館
に
て
、

長
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
長
崎
県
労
働
災

害
防
止
団
体
連
絡
協
議
会
（
六

団
体
）
の
主
催
で
、
長
崎
労
働

局
や
、
県
内
の
各
労
働
基
準
監

督
署
、
長
崎
県
の
後
援
で
毎
年

開
催
さ
れ
、
建
設
長
崎
か
ら
も

代
表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
舩
津
執
行
委
員
長
の

挨
拶
に
て
開
会
。「
組
織
で
進

め
る
安
全
管
理

み
ん
な
で
取

り
組
む
安
全
活
動

未
来
へ
つ

な
げ
よ
う
安
全
文
化
」「
働
き

方
改
革
で
見
直
そ
う

み
ん
な

が
輝
く

健
康
職
場
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
職
場
の
安
全
確

保
に
尽
力
さ
れ
た
事
業
所
や
個

人
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
宣
言
後
、
長
崎
労
働
局

健
康
安
全
課
長
の
田
中
氏
よ
り

「
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
」
と
題
し
て
の
講
説
後
、
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
ド
ゥ
・
サ

ク
セ
ス
㈲
代
表
取
締
役
藤
谷
氏

に
よ
る
「
落
語
に
学
ぶ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
題
し
て
、
お

客
様
に
対
し
て
の
セ
ー
ル
ス
マ

ン
シ
ッ
プ
に
必
要
な
想
像
力
、

洞
察
力
、
勇
気
、
聞
き
上
手
で

あ
る
事
な
ど
落
語
の
ワ
ザ
を
活

か
し
た
セ
ー
ル
ス
で
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
こ
の
大
会
を
機
に

各
事
業
所
で
の
労
働
安
全
に
対

す
る
姿
勢
を
正
し
労
災
事
故
撲

滅
に
邁
進
す
る
こ
と
を
確
か
め

合
い
閉
会
し
ま
し
た
。

元
請
け
責
任
で
処
遇
改
善
を

―
法
定
福
利
費
の
確
保
と
、
安
全
衛
生
対
策
の
強
化
―

全
建
総
連
関
東
地
方
協
議
会

連
絡
会
は
十
月
十
九
、
二
十
の

両
日
、
建
設
労
働
者
の
処
遇
改

善
を
求
め
て
、
建
設
・
住
宅
企

業
交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
相
手

は
、
元
請
け
企
業
で
あ
る
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
や
、
大
和
ハ
ウ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
住
宅
企
業
な
ど

三
十
六
社
。

都
内
で
開
い
た
決
起
集
会
で
、

松
丸
一
雄
東
京
地
協
議
長
は

「
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
は
過
去

最
高
の
利
益
を
出
し
て
い
る
が
、

労
働
者
に
還
元
さ
れ
て
い
な
い
。

私
た
ち
が
求
め
る
資
金
、
労
務

単
価
に
は
程
遠
い
。（
賃
上
げ

の
）
原
資
が
ど
こ
に
あ
る
か
は

一
目
瞭
然
だ
」
と
元
請
け
企
業

を
批
判
し
た
。

勝
野
圭
司
全
建
総
連
書
記
長

は
、
各
組
合
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
厚
生
年
金
の
加
入
者

が
二
年
間
で
一
八
・
三
％
増
え
、

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
所
も
増

え
て
い
る
と
報
告
。「
社
会
保

険
加
入
を
継
続
す
る
た
め
に
は

賃
金
を
引
き
上
げ
、
発
注
者
、

元
請
け
企
業
か
ら
法
定
福
利
費

を
確
保
す
る
こ
と
だ
。
元
請
け

企
業
に
責
任
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

日
本
建
設
業
連
合
会
が
推
進

す
る
、
時
間
外
労
働
の
自
主
規

制
や
週
休
二
日
制
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
賃
金
確
保
と
適
正
工

期
の
具
体
的
な
対
策
を
要
求
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
回
の
交
渉
で
は
特
に
全
建

総
連
本
部
が
大
成
建
設
に
対
し

て
、
元
請
け
責
任
に
よ
る
安
全

衛
生
対
策
の
強
化
を
要
請
し
た
。

大
成
建
設
が
元
請
け
と
な
っ
て

い
る
現
場
で
は
、
新
国
立
競
技

場
の
過
労
自
死
事
件
を
含
め
、

半
年
で
五
人
の
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
る
。

美
味
し
い
料
理
を
堪
能

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
も
大
盛
り
上
が
り

十
月
十
一
日
㈬
秋
晴
れ
の
下
、

建
設
長
崎
本
部
主
婦
会
日
帰
り

旅
行
が
、
佐
世
保
市
鹿
子
前
町

の
九
十
九
島
シ
ー
サ
イ
ド
テ
ラ

ス
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
花
み
ず
き
に

て
開
催
。
県
下
十
五
支
部
よ
り

九
十
二
名
の
主
婦
会
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
金

子
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、

馬
場
会
長
、
船
津
委
員
長
の
挨

拶
を
受
け
、
山
形
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

会
場
は
昭
和
三
十
年
に
日
本

で
十
八
番
目
に
指
定
を
受
け
た

「
外
洋
性
多
島
海
景
観
」
を
特

色
と
し
た
西
海
国
立
公
園
の
園

地
内
に
立
地
し
て
い
て
、
会
場

か
ら
は
美
し
い
景
色
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
料
理
を
頂
き
つ
つ

恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
が

始
ま
る
と
、
掛
け
声
の
た
び
に

歓
声
が
沸
い
て
大
盛
り
上
が
り
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
自
慢
の
美

声
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
、
久
保
田
副

会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
日
帰
り

旅
行
を
終
了
し
ま
し
た
。

お申込方法
住宅エネルギー技術講習会ホームページ〈http://www.shoene.org/〉
又は FAXにてお申し込みください。
※お申込み締め切りは、開催日の3日前となります。
※CPD登録をしている方は、登録カードをご持参ください。

主催／長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会事務局
〈（一財）長崎県住宅・建築総合センター内〉

お問い合わせ先／TEL．095-825-6944 FAX．095-825-6947

近年、地球温暖化による環境の変化で、例年に類を見ない集中豪
雨や高温化現象が見られ、この対策として自然エネルギーの活用
が緊急課題となっています。
全建総連リフォーム協会「登録制度」の義務講習となっています。
国は、平成32年度までに、新築住宅の省エネルギー適合率100％
をめざしています。施工者、現場管理者、設計者等20万人養成。
長崎県は3千名を目標。
これから省エネ住宅は、新基準にもとづき動きます。住宅メーカー
に負けない知識を習得してお客さんを獲得しましょう。
新省エネ基準に対応。テキストは新基準に対応。新しくなりました。
住宅省エネの基本から施工まで、DVDや模型及びテキストを使
い、わかりやすく説明します。

住宅省エネルギー化の
必要性

低炭素社会に向けて新
築・エコリフォーム

住宅メーカーとの競争

省エネ住宅がわかる詳
しい講習

※平成29年度「地域型住宅グリーン化事業」の補助対象住宅を施工する事業者は、必ず
一人以上は住宅省エネルギー技術講習会を受講した修了者が所属している必要があり
ます。

※平成24年度～28年度に施工技術講習会を修了された方も、新しい省エネ基準に基づき
説明しますので、是非受講して下さい。
※長崎県住宅省エネルギー技術設計講習会とは別の講習です。両方受講することが設
計・工事監理・現場管理に有用です。

平成29年度国土交通省補助事業「住宅建築技術高度化・展開推進事業」

長崎県住宅省エネルギー技術施工技術講習会
○開催日：①平成29年12月17日㈰ ②平成30年1月14日㈰

受付8：10 講習時間8：30～12：50まで

○会 場：建設長崎本部会館2階 会議室 ※募集人員 30人
（長崎市城山町17－58）

申し込みは各支部窓口へ！
施工技術講習会カリキュラム
半日講習会

受付
開会、趣旨説明、スケジュール確認
『省エネ技術 基本テキスト』
第1章 これからの住まい
～

第9章 関連基準と制度
DVD放映：断熱施工（要約編）
省エネ技術 施工テキスト
適切な断熱施工の必要性
外皮性能確保のための配慮事項
適切な断熱施工方法
各部位毎の断熱施工方法など
配線配管まわりの断熱と注意点等
終了考査（考査問題解説）
考査問題解説、アンケート記入／閉会

8：10～8：30
8：30～8：40

8：40～9：40

9：45～10：10

10：20～11：40

11：40～12：00
12：10～12：40
12：40～12：50

みんなが輝く、健康職場
～労災事故撲滅に邁進しよう～

長
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
諫
早

文
化
会
館

10/23

本部
主婦会

全建総連
大手企業交渉

木造建築物の組立等
作業主任者技能講習のご案内

■日 程
平成29年12月20日㈬～12月21日㈭
午前9時00分～午後5時00分（受付開始午前8時30分より）

■会 場
長崎建設技術専門学院
長崎市城山町17－58 TEL095－861－9261

1．受講資格
木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋根若しくは外壁下地
の取付け作業に3年以上従事した経験を有し、年齢が21歳以上の者

2．講習科目
イ．木造建築物の構造部材の組立て、屋根下地の取付け等に関する知識
ロ．工事用設備、機械、器具、作業環境等に関する知識
ハ．作業者に対する教育等に関する知識
ニ．関係法令

3．受講料
8，000円（テキスト代込み）
（建設長崎組合員の場合、組合から2，000円の助成があります。）

4．受付方法
支部において随時受付。平成29年12月12日締切。
写真2枚 サイズ2．5cm×3．0cm
学院発行の主任者手帳を所持している場合は提出をお願いします。

■問い合わせ先 長崎県建設技術専門学院本部 TEL095‐861‐9261

CPD認定講習4単位 受講費用等
受講料：1，000円
修了証発行手数料：
賞状型1，000円、
カード型2，000円
賞状・カード両方
3，000円
※代金は当日会場で
徴収します。

※カード型の修了証
をご希望の方は、
講習会当日に受付
にて修了証に掲載
する顔写真を撮影
いたします。

－県下各地より92名が参加－

九十九島シーサイドテラスホテル＆スパ花みずきにて開催

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第629号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）11月15日発行
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長長
建建
国国
保保
だだ
よよ
りり

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
費
用
を
助
成
‼

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
、
一
、五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証
②
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
補
助
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

《補助例》
（例1）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、4，000円の
接種費用を支払った場合。
4，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝2，500円（補助額）

（例2）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、1，000円の
接種費用を支払った場合。
1，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝－500円

⇒0円（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防接種
の窓口負担（支払額）が1，500円未満であった場合は、
補助事業の対象となりませんのでご注意下さい。

柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受ける皆様へ

平成30年度

人間ドック実施のお知らせ
長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、疾病の
予防と早期発見により健康管理の一層の推進を図る為、組合員と配偶
者（主婦）の「1泊2日」、「日帰り」の人間ドックを実施します。
■受診対象者
● 長建国保加入の組合員
● 配偶者（主婦）※被保険者
【条件】 ①1泊2日 満40歳以上の方

日帰り 満35歳以上の方
②保険料を完納している組合員

■受診料（受診者の個人負担額予定）
個人負担額 1泊2日 受診者1人につき18，000円

日帰り 受診者1人につき7，000円
※申込の際に所属支部事務所で必ず納入して下さい。
■申込方法
受診申込は、所属支部事務所までお願い致します。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）
■実施期間
平成30年4月1日より翌年3月末まで実施致します。
※4月に所属支部事務所で申込を行った場合でも、病院側の受け入れ
態勢等の都合により必ずしも4月に受診出来るとは限りませんの
でご了承下さい。

■検診の内容
①身体検査 ②血圧測定 ③心電図検査 ④眼底検査 ⑤尿検査
⑥便検査 ⑦血液検査 ⑧肺機能検査 ⑨胸部Ⅹ線検査
⑩胃部Ⅹ線検査 ⑪超音波検査 ⑫骨密度Ⅹ線検査 ⑬体力測定
⑭婦人科検診（子宮癌、乳癌） 等
※検査内容は、病院によって多少異なります。
■実施医療機関（予定）
・ながさき内科リウマチ科病院 ・虹が丘病院
・長崎原爆病院 ・福田ゆたか外科医院
・長崎北徳州会病院 ・日赤諫早病院
・大村市民病院 ・佐世保中央病院
・久保内科病院 ・平戸市民病院
・五島中央病院
※受診対象者（男性、女性）、受診区分（1泊2日、日帰り）、婦人科
検診内容（乳癌、子宮癌）等、詳しくは所属支部事務所までお問
い合わせ下さい。

法
人
事
業
所
は
健
康
保
険

適
用
除
外
の
承
認
が
必
要
！

健
康
保
険
法
に
よ
り
法
人
事

業
所
（
従
業
員
五
人
以
上
を
有

す
る
個
人
事
業
所
含
む
。
以
下

「
法
人
事
業
所
等
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、社
会
保
険（
健
康

保
険
と
厚
生
年
金
加
入
、
各
保

険
料
負
担
は
事
業
主
と
従
業
員

と
の
折
半
）
の
強
制
適
用
事
業

所
と
な
り
、
そ
の
事
業
主
に
は

年
金
事
務
所
へ
の
届
出（
加
入
）

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
法
人
事
業
所
等
の
事
業
主

は
、
健
康
保
険
適
用
除
外
承
認

申
請
書
（
別
表
）
を
事
実
発
生

か
ら
十
四
日
以
内
に
所
轄
の
年

金
事
務
所
に
提
出
し
、
同
所
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
年
金
事
務
所
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
で
、
年
金
は
厚
生

年
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
健

康
保
険
の
適
用
は
除
外
さ
れ
長

建
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
長
建
国
保
の
組
合
員
が
法
人

事
業
所
等
の
事
業
主
と
し
て

事
業
を
営
む
場
合
。

●
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

を
受
け
て
い
る
事
業
所
内
で

新
た
に
雇
用
し
た
従
業
員
を

長
建
国
保
の
組
合
員
と
し
て

加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

●
長
建
国
保
の
組
合
員
が
健
康

保
険
の
適
用
事
業
所
に
雇
用

さ
れ
た
場
合

▼
申
請
は
事
実
発
生

か
ら
十
四
日
以
内

こ
の
健
康
保
険
適
用
除
外
承

認
申
請
書
は
、
事
実
発
生
（
雇

用
日
、
法
人
設
立
日
等
）
か
ら

十
四
日
以
内
に
年
金
事
務
所
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

十
四
日
以
内
に
届
出
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
理
由
書
の
添
付
が
必

要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
理
由

と
は
、
天
災
地
変
や
事
故
、
事

業
主
の
入
院
や
家
族
の
看
護
、

登
記
等
の
事
務
手
続
き
、
離
島

他
、
事
業
主
の
責
に
よ
ら
な
い

事
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
未
承
認
者
は

資
格
喪
失

健
康
保
険
適
用
除
外
の
未
承

認
者
は
長
建
国
保
の
組
合
員

（
被
保
険
者
）と
し
て
は
加
入
資

格
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
。

未
承
認
事
業
主
は
、
至
急
申

請
手
続
き
の
上
、
年
金
事
務
所

の
承
認
を
受
け
て
下
さ
い
。
詳

細
は
組
合
各
支
部
、
又
は
長
建

国
保
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

対象となる負傷

医師や柔道整復師の診断又は判断により、急性又は亜急性の外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫で、内
科的原因による疾患ではないもの

医師や柔道整復師の診断又は判断等により
健康保険等の対象にならないものの例

●単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こ
りや筋肉疲労。
●脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみら
れない長期の施術。
●保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷
等の治療中のもの。
●労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負
傷。

治療を受けるときの注意点

●負傷原因が労働災害に該当する場合又は、通勤途上におきた負傷は健康保険等は使えません。また、交
通事故等による第三者行為に該当する場合は組合へ連絡して下さい。
●療養費は、本来「償還払い」が原則ですが、柔道整復については、例外的な取扱いとして、患者が自己
負担分を柔道整復師に支払い、柔道整復師が患者に代わって残りの費用を保険者に請求する「受領委任」
という方法が認められています。このため、多くの整骨院等の窓口では、病院・診療所にかかったときと
同じように自己負担分のみ支払うことにより、施術を受けることができます。
●「受領委任」の施術を受けたときには、柔道整復施術療養費支給申請書の受取代理人欄（住所、氏名、
委任年月日）に患者の署名が必要となります。受取代理人の欄への署名は、傷病名・日数・金額をよく確
認し署名して下さい。よく確認をせず、受取代理人の欄に署名することは、間違いにつながるおそれがあ
りますので注意して下さい。
●施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診察を受けましょう。
●施術を受けた際、窓口支払いの領収証が発行されます。医療費控除を受ける際に必要になりますので、
大切に保管しましょう。

※治療内容についてお尋ねすることがあります。
柔道整復師の施術に要した費用（療養費）は、被保険者皆様の保険料から支払われます。皆様が健康保険
の適用範囲を正しく理解し適切に受診することが医療費の適正化にもつながります。
また、適切に請求等が行われているか、請求内容等に誤りがないか確認するため、施術を受けた方に照
会させていただく場合があります。施術を受けた時は、負傷部位、施術内容、施術日等の記録・領収証な
ど保管いただき照会の際にはご協力をお願いします。

健康保険が使える場合

●医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、打撲及び捻
挫等（いわゆる肉ばなれを含む。）と診断又は判
断され、施術を受けたとき。（骨折及び脱臼につ
いては、応急手当をする場合を除き、あらかじめ
医師の同意を得ることが必要です。）
●骨・筋肉・関節のケガや痛みで、その負傷原因
がはっきりしているとき。
【主な負傷例】
日常生活やスポーツ中に転んで膝を打ったり、
足首を捻ったりして急に痛みがでたときなど。

予防の為、またかかってし
まった場合の重症化を防ぐ為
にも早めに受けましょう！

来年4月からの
予定負担額です！

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）11月15日発行建 設 長 崎第629号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



カンパイ！

北
松
支
部

鹿
町
分
会
●
住
宅
デ
ー

〜
恒
例
の
包
丁
と
ぎ
二
年
ぶ
り
開
催
〜

十
月
二
十
九
日
㈰
接
近
す
る

台
風
に
伴
う
前
日
か
ら
の
雨
風

に
も
負
け
ず
、
鹿
町
分
会
を
中

心
と
す
る
十
三
名
の
精
鋭
が
鹿

町
公
民
館
に
集
結
し
、
住
宅

デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
包

丁
研
ぎ
で
す
が
、
昨
年
は
悪
天

候
に
よ
る
中
止
と
な
っ

た
た
め
二
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
午
前

九
時
の
受
付
開
始
に
向

け
、
準
備
を
進
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
思
い
が
通

じ
た
の
か
、
雨
風
も
や

み
予
定
通
り
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

地
域
の
催
し
物
も
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
受
付
開
始

前
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
方
、
近

所
か
ら
預
か
っ
て
持
っ
て
来
ら

れ
る
方
、
と
持
ち
込
ま
れ
る
用

途
は
様
々
で
す
が
、
研
ぎ
あ
げ

た
包
丁
を
受
け
取
ら
れ
る
と
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

助
か
り
ま
す
」
と
喜
ん
で
も
ら

え
、
活
動
が
浸
透
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
肝
心
の
住

宅
相
談
や
建
設
長
崎
へ
の
意

見
・
質
問
等
は
な
く
、「
地
域

に
根
ざ
し
た
住
宅
デ
ー
」
を
目

指
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら

な
る
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

ま
た
、
最
後
に
は
「
来
た
時

よ
り
も
綺
麗
に
し
て
帰
ろ
う
」

と
い
う
号
令
の
も
と
、
ホ
ー
ス
、

ブ
ラ
シ
を
駆
使
し
、
瞬
く
間
に

撤
去
作
業
と
掃
除
を
完
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
回
研
ぎ
あ
げ
た
包
丁
は
百

八
十
六
本
で
し
た
が
、
二
年
前

が
三
百
本
を
超
え
て
い
た
た
め
、

納
得
し
て
い
な
い
方
も
い
た
よ

う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
懸
念
さ
れ

て
い
た
天
気
も
荒
れ
る
こ
と
は

な
く
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

大
村
支
部

萱
瀬
分
会
●
住
宅
デ
ー

〜
雨
の
中
で
の
住
宅
デ
ー
〜

十
月
十
五
日
㈰
、
大
村
支
部

萱
瀬
分
会
組
合
員
を
中
心
に
、

氷
川
神
社
（
大
村
市
田
下
町
）

で
開
催
さ
れ
る
例
祭
に
合
わ
せ

て
、
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。分

会
組
合
員
、
支
部
三
役
、

主
婦
会
の
方
々
に
集
ま
っ
て
頂

き
、「
す
の
こ
」「
プ
ラ
ン
タ
ー
」

「
竹
と
ん
ぼ
」
の
木
工
教
室
と
、

「
ま
な
板
」「
傘
立
て
」
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
数
日
半
袖
で
も
過
ご
せ
そ

う
な
暑
い
日
が
続
い
て
い
た
の

が
一
転
し
、
住
宅
デ
ー

当
日
は
風
雨
で
気
温
も

低
く
、
出
店
を
見
て
回

る
お
客
さ
ん
も
少
な
く

て
、
例
年
の
住
宅
デ
ー

の
よ
う
な
大
賑
わ
い
を

見
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
は
や
っ

ぱ
り
も
の
づ
く
り
が
好

き
な
よ
う
で
、
一
生
懸

命
金
槌
を
振
っ
て
、
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
主
婦
の

方
は
ま
な
板
や
傘
立
て
に
目
が

行
く
よ
う
で
、
組
合
員
さ
ん
に

ま
な
板
を
目
利
き
し
て
も
ら
う

光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

雨
の
中
で
の
住
宅
デ
ー
と
な

り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
頂
い
た

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

髙
取

征
治

津
上

章
司

一
瀬

純
男

高
月

康
男

上
野
美
喜
雄

上
野

義
弘

伊
藤

一
廣

中
尾

政
男

金
水

誠

松
野

隆
志

梅
原
光
史
郎

岩
﨑

陽
子

伊
藤

久
子

中
尾
ス
ミ
子

山
口
み
ち
子

諫
早
支
部

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

〜
相
変
わ
ら
ず
の
飲
み
っ
ぷ
り
〜

昨
日
ま
で
の
汗
ば
む
陽
気
が

一
転
し
、
再
び
秋
ら
し
い
気
候

と
な
っ
た
十
月
十
三
日
㈮
諫
早

支
部
で
は
「
プ
ラ
チ
ナ
友
の

会
」
を
食
楽
亭
で
開
催
し
ま
し

た
。今

年
か
ら
新
た
に
十
五
名
の

方
が
名
簿
に
加
わ
り
、
つ
い
最

近
ま
で
支
部
役
員
と
し
て
ご
協

力
頂
い
て
い
た
方
や
、
現
役
の

役
員
さ
ん
の
名
前
も
チ
ラ
ホ
ラ

と
。
身
近
な
所
で
の
高
齢
化
に

少
し
不
安
を
感
じ
つ
つ
、
宴
会

が
始
ま
る
と
、
い
つ
も
通
り
の

光
景
に
一
安
心
。
ハ
イ
ペ
ー
ス

で
酒
を
酌
み
交
わ
す
豪
快
な
飲

み
っ
ぷ
り
は
、
相
変
わ
ら
ず
ご

健
在
で
、
次
々
と
入
る
熱
燗
の

注
文
と
空
に
な
っ
た
徳
利
の
回

収
に
、
店
の
方
は
と
て
も
忙
し

そ
う
で
し
た
。
そ
し
て
、
楽
し

い
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
ま
だ
ま
だ
飲
み
足
り
な
い

雰
囲
気
の
中
、
何
と
か
記
念
撮

影
を
済
ま
せ
、
最
後
に
「
元
気

で
ま
た
来
年
」
と
誓
い
あ
っ
た

後
「
今
日
も
楽
し
ゅ
う
、
よ
う

飲
ん
だ
ば
い
」
と
言
い
な
が
ら

皆
さ
ん
上
機
嫌
で
帰
っ

て
行
か
れ
ま
し
た
。

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

近
藤

力
也

坂
中

善
男

田
中

祐
二

近
藤

生
喜

田
中

誠
次

前
田

修
一

湯
村

保

出
口

仁
美

中
野

芳
行

松
田

直

川
久
保

豊

筒
井

健
二

和
田

茂
史

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図るため「指定温泉
利用料金の割引及び補助制度」を実施しています。ぜひご利用ください。

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用できます。

■利用料金の補助（小人料金には、割引はありません。）
補助券により、割引料金より更に安い料金で利用
できます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間15枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※詳細については各支
部事務所へお問い合せ
下さい。

◎「平戸千里ヶ浜温泉ホテル蘭風」はメンバーズカード・温泉券が利用できなくなっております。（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
（※）料金など変更になっている場合もありますので、詳細については各温泉施設までお問い合わせ下さい。

2017年11月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天
然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、
サウナ、寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤
浴

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、
壷風呂、檜風呂、露天足湯、樽風
呂、炭のうたせ湯、寝湯

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、
ジャグジーシャワー、ミストサウ
ナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水
風呂、露天風呂、タル湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェッ
トバス、寝湯、塩サウナ、家族風
呂、シェイプアップバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠
室、マッサージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レス
トラン、宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風
呂、休憩場、レストラン

所在地
電話番号
長崎市
曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市
野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市
岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市
田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

利用者負担
（自己負担）

510円

350円

110円

200円

530円

400円

350円

360円

1，250円

780円

0円

300円

320円

160円

300円

350円

400円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

108円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

810円

350円

－

－

－

－

650円

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

規定料金

840円

400円

410円

200円

830円

400円

750円

360円

1，550円

780円

0円

600円

320円

160円

750円

350円

700円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

108円

利用区分
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（5歳以上）
幼児

（5歳未満）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（6歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）

大人
（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人
（高校生以上）
［16：30～22：00］

小人
（2歳以上）

［7：30～16：30］
小人

（2歳以上）
［16：30～22：00］

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

野母崎炭酸温泉
Alega 軍艦島

ふくの湯

やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然いさはや温泉
和スパ

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

長
崎
・
西
彼

地

区

県

央

地

区

長崎県建設事業国民健康保険組合 指定温泉一覧表

うずしお温泉美人の湯、露天風
呂、貸切家族風呂

大浴場、打たせ湯、寝湯、露天
風呂、サウナ、休憩室、食事処

大浴場、露天風呂、サウナ、休
憩室、食事処

展望露天風呂、電気風呂、ジャ
グジーエステ風呂、座り湯、サ
ウナ、岩盤浴（別料金）、家族風
呂（別料金）

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡
波佐見町

長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

500円

400円

250円

260円

400円

300円

300円

200円

400円

400円

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

－

－

560円

－

－

－

－

700円

－

800円

400円

250円

700円

400円

600円

300円

200円

900円

400円

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

県

北

地

区

■指定温泉施設の入浴料割引及び補助制度

補助券

メンバーズカー
ド

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第629号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）11月15日発行


